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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神疾患患者と家族の地域生活促進を図る上で、患者の家族に希望と豊か
な生き方への視点をもたらす家族支援支援体制の構築に寄与し、家族への支援体制と支援の方策を提示すること
が目的である。
そこで、地域で精神疾患をもつ人の支援を行っている専門職者を対象に、地域での精神疾患をもつ人の家族への
支援への志向、支援の実践頻度と重要度を測定するための30項目のweb調査を実施し、143人からの回答を得た。
その結果、家族支援への興味・関心、家族への直接的な支援経験や研修の受講経験が家族支援の重要度の認識や
支援の実施に影響していることが示唆された。地域での家族支援への認識を高める研修等の課題が明確になっ
た。

研究成果の概要（英文）：Families of mentally ill patients in Japan suffer much from prejudice 
against mental illness, including the burden of caregiving. It is necessary to improve support for 
patients with mental illness and their families in the community.The purpose of this study was to 
clarify the attitudes and perceptions of support professionals in the community toward family 
support in order to empower the families of mentally ill patients living in the community and to 
help the families recover.①A web-based 30-item questionnaire survey measuring the frequency and 
importance of family care for mentally ill patients was administered to support professionals who 
provide support for mentally ill patients in the community.② Simple tabulations of the 
questionnaire items were conducted.143 people participated in this survey.
The survey suggested that many family-oriented supports were being practiced, but that some items, 
while highly important, were not being implemented frequently enough.

研究分野： 精神保健看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本で精神疾患をもつ人の家族は、当事者の回復を願いながらも疾患のもつ困難さや精神疾患に対するスティグ
マの中で、介護の負担などの多くの苦しみを抱いている。
地域生活をしている精神疾患をもつ人の家族が看護職者を中心に関連する職種が連携しながら、外来および地域
の場で役割と目的をもって家族への支援を実施していくことの意義は大きい。本研究の成果を精神疾患をもつ人
とその家族への支援に活かすことにより、当事者の回復だけでなく、家族のリカバリーの促進につながり、家族
がエンパワメントされ家族自身が豊かな人生を歩むための一助になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
厚生労働省社会保障審議会精神障害分科会は 2002 年 12 月に約 7 万 2000 人の精神科社会的

入院患者を 10 年以内に社会復帰させるとし、精神保健医療領域では、現在、精神疾患患者の地

域移行が図られている。同時に、精神医療改革として精神科の救急急性期治療の充実が図られ、

精神疾患患者の短期入院化にも重点がおかれている。長期入院患者の退院後、あるいは短期入院

による治療後に地域生活を再構築し継続するために、また、地域で精神疾患患者がよりよい生活

を送るためには、患者支援のみならず家族の理解と協力を得る支援も必要である。しかし、従来

から日本では精神疾患患者の家族が、スティグマの中で絶望感や喪失感を抱えながら行う介護

の過度な負担が課題となっている。2013 年に成立した精神保健福祉法改正において、保護者制

度が廃止され、医療保護入院の保護者同意要件が削除されても家族等の同意要件は存続し、家族

の負担は継続している。さらに、地域生活が促進されているにもかかわらず、精神疾患患者の私

宅監置による死亡事件が 2017 年、2018 年と発覚し、社会問題化された。早期退院による地域

移行を図るのみでは、家族の負担は増強するばかりである。研究代表者らの調査では、介護する

家族の困難が大きく、心身の健康状態が悪化し、「患者を殺して、家族が自殺を考える」ような

状況が生じていた(田上 2007)。また、精神科救急入院料病棟からの退院した精神疾患患者の相

談相手の不在や僅少、あるいは母親のみを相談相手とする患者の居宅生活の状況が示された。さ

らに、外来受診に同伴する家族への支援はなされていないという外来ケアの実態が明らかにな

った(Tanoue 2017）。したがって、精神疾患患者の家族に過度な負担を生じる地域移行ではなく、

家族を配慮した地域支援や施策が必要である。そのためには、これまでの患者の介護者としての

家族のあり方ではなく、家族自身が絶望や喪失から回復し、家族自身の人生を取り戻しながら歩

んでいくことをめざした支援にパラダイムシフトすることが、喫緊の課題である。この新たな支

援は、これまで以上に家族が患者とともに地域社会で歩んでいくことにつながり、患者と家族の

より豊かな地域生活が促進されていくと考える。 

そこで、家族がエンパワメントされ家族が豊かな人生を歩むために、看護職者を中心に関連す

る職種が連携しながら、さらに外来および地域の場で、役割と目的をもって支援を実施していく

ことの意義は大きい。これらのために、家族がエンパワメントされ家族の本来持っている力を生

かせる支援を検討して、明らかにする必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究は、地域生活を送る精神疾患患者の家族がエンパワメントされ、家族が回復しうる家族

支援体制の構築に寄与し、支援の方法を提示することを最終目的として、以下の点を明らかにし

た。 

① 精神疾患患者の家族に対して行われている、地域の精神保健福祉看護専門職の支援状況を

明らかにする。さらに、家族がエンパワーされ、家族が自身の人生を肯定的に認識できるた

めの支えとなりうる地域の精神保健福祉看護専門職の支援を明らかにする。 

② 地域で生活する精神疾患患者の家族がエンパワメントされた支援（good practice）から、

家族のエンパワメントやリカバリーにつながる支援方法と支援内容を把握して、その特徴

と家族支援のあり方を明らかにする。 

③ ①②の結果をふまえて、精神疾患患者の家族支援の強化と家族の特徴や地域支援に応じた、

地域における家族への支援方法と支援のあり方を策定する。 

 



３．研究の方法 
1）研究対象者 

精神疾患患者の地域支援に従事する精神医療保健看護福祉職専門職者（医師・看護師・保健

師・精神保健福祉士/社会福祉士・作業療法士・理学療法士・公認心理師/臨床心理士・介護福祉

士・ケアマネージャー・ピアサポーター等） 

2) 調査方法 

機縁法による無記名自記式 Web 調査を実施した。 

3）調査内容 

(1) 対象者の背景情報 

(2) 地域生活を送っている精神疾患をもつ患者のご家族への支援について在宅における看護

実践自己評価尺度（三浦ら,2005）を改変した自記式 6 下位尺度 30 項目を用いた。各尺度項目

について支援の実施頻度（以下、頻度）と家族のエンパワメントを促すための支援としての重要

度（以下、重要度）について回答を依頼した。頻度はいつも行っている(4 点)～全く行っていな

い(1 点)、重要度は大変重要である(4 点)～全く重要ではない(1 点)の 4 段階評価とした。 

(3) 家族状況の好転に寄与した支援に関する記述を依頼した。 

(4) 患者の主診断は、国際疾病分類第 10 版(ICD10)の精神病病態水準(ICD10:Ｆ20-29,F30-

39)、神経性障害(F40-48)、パーソナリティー障害(F60-69)圏を含み、器質性疾患(F0)、精神遅滞

(F7)を除くとした。 

4）データ分析方法 

対象者の背景情報の記述統計、質問項目の単純集計と背景情報と質問項目との相関の分析を

行った。記述内容は、数量化した単純集計および質的分析とした。 

5）信頼性・妥当性の確保 

分析の信頼性・妥当性確保のために、経験年数 10 年以上の精神医学保健福祉看護専門職者で

あり研究者である分担研究者との検討、および量的研究の専門家からの助言を受けた。 

6）研究における倫理的配慮 

研究代表者所属機関倫理審査委員会の承認を得て実施した(承認番号:NR4-80)。 

 

４．研究成果 

成果の一部である量的分析結果の概要と結論を記す。 

1）全体分析の結果：143 名からの回答を得た。対象者の背景を、表１に示す。 

全体分析の 6下位尺度において重要度の得点が高かった項目は「当事者・家族との関係性を

維持し、発展させる行動」「知

識・技術を提供し、多職種と協

力して問題解決・回避をする行動」

であり、得点が低かったのは、「家

族構成員間の関係性を維持し、強化

する行動」「家族の問題対処を捕捉

し、強化する行動」であった(図

１)。さらに、30 質問項目におい

て頻度の多い 5項目は、2. 相手

の立場に立って家族の話を聞く、1. 家族の悩みや不安を受け止める、4. 家族の理解力や発達

段階に応じた言葉やしぐさを選ぶ、29. 当事者から得た情報と家族から得た情報を照らし合わ

表１　対象者の背景(N=143)

活用している資格 n ％ 所属している機関（複数回答） ｎ ％

看護師 77 53.8 訪問看護 93 65

精神保健福祉士/社会福祉士 24 16.8 就労支援関係 35 24.5

作業療法士 11 7.7 外来/クリニック 25 17.5

精神科医 5 3.5 デイケア/ショートケア 22 15.4

サービス管理事業者 6 4.2 地域活動支援センター 16 11.2

保健師 6 4.2 グループホーム 17 11.9

臨床心理士/公認心理士 3 2.1 その他 27 18.9

その他 11 7.7

ｎ ％

家族支援への興味・関心 n ％ 家族相談会等の運営実施経験あり 76 53.1

大変興味がある 65 45.5 家族支援経験あり 110 76.9

興味がある 75 52.4 家族支援の研修経験あり 66 46.2



せる、24. 当事者・家族の

体面を傷つけないように

訪問方法や服装などを工

夫するの順であった。一

方、頻度の低い 3項目

は、13．必要に応じて患

者から家族への感謝を表

すことばを引き出す、

12．お互いに協力し合え

るように患者の状況を一人一人に伝える、20．家族が問題の解決方法を見出せるように助言す

るという家族成員間の関係性の維持・向上および、家族の問題対処の捕捉・強化に関する支援

であった。家族支援の重要度の高い項目は、1. 家族の悩みや不安を受け止める、2. 相手の立

場に立って家族の話を聞く、4. 家族の理解力や発達段階に応じた言葉やしぐさを選ぶ、3. 非

言語的コミュニケーションから当事者・家族の意思を理解する、6. 家族の問題の解決に向けて

他職種と連携を図るの順であった。重要度の低い 3項目は、12．お互いに協力し合えるように

患者の状況を一人一人に伝える、13．必要に応じて患者から家族への感謝を表すことばを引き

出す、14．必要に応じて家族間の雰囲気を和らげるような話題を提供するという家族構成員間

の関係性を維持し強化する行動であった。なかでも、家族支援に関する 30 質問項目において家

族支援への興味・関心のある人は興味・関心のない人に比べ、30 質問項目中 18 項目において

家族ケアの頻度が有意に高く、同様に重要度では 11 項目で高かった(p<0.05)。また、精神疾患

を有する人の家族支援に関する研修等の受講経験の有無と 30 質問項目との関連では、経験のあ

る人の頻度が 18 項目において高く、重要度は 8項目で高かった(p<0.05 Mann–Whitney U 

test)。 

2) 訪問看護師の結果 

訪問看護師 66 名について分析を行った。その結果、特に、30 質問項目において、精神疾患

を有する人の家族支援に関する研修等の受講経験のある人の方がない人に比べて、頻度は 14 項

目で高いことが示された。また、精神疾患を有する人の家族への直接的な支援の経験ある人の

方がない人に比べて、頻度は 8項目で有意に高く、重要度は 6項目で高かった(p<0.05 Mann–

Whitney U test)。 

3）結論 

地域での精神疾患をもつ人の家族への支援において、家族の立場に立った支援が多く実践さ

れていた。しかし、家族成員の力の向上や家族成員間の関係性への支援は十分とはいえない可

能性があることがわかった。また、家族支援への興味・関心、家族への直接的な支援経験や研

修の受講経験が家族支援の重要性の認識や実施に影響していることが明らかになった。さら

に、他機関へ繋ぐ支援のように重要性は高いものの実施頻度の低い傾向にある支援項目も明確

になった。 

家族支援の充実を図るために、地域での家族支援への認識を高める研修等の必要性が高いと

いう課題が示唆された。 

 

 

 

 

図 1 在宅における看護実践自己評価尺度重要度の下位尺度得点（高得点順） 
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